
「次の日本」への
観光戦略

【ネクスト・ジャパン最前線】

【Scenes of Solution】

健康経営で企業価値の向上を図る
花王に対し、「DBJ健康経営（ヘルスマネジメント）格付」
に基づく融資を実施

【未来人図鑑】

株式会社HUGE
代表取締役社長　新川 義弘 氏
街の資産となるレストランを目指し
サービスオペレーション力を磨き続ける。

【旅のブックマーク】 

ランドダイブと旅する女王
旅する作家 山口 由美
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第１回

DBJ女性新ビジネスプラン
コンペティションの
受賞者が決まりました。
DBJは、平成24年6月19日、「第1回DBJ女性新ビジネスプラン

コンペティション」の受賞者を発表し、表彰式を行いました。

643件にのぼる多数のご応募の中から、事業と経営者の両面で評価を行い、

「DBJ女性起業大賞」「DBJ女性起業優秀賞」「DBJ女性起業震災復興賞」を

決定しました。今後、事業奨励金の支給や計画実現に向けたサポートを実施する

ほか、受賞者だけでなく、新たにビジネスを志す女性に対しても、交流会やセミナー

等を行い、起業の支援を引き続き行います。
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DBJ女性起業大賞

環境問題に興味を持ち東大農学部へ進学。食糧危機に立ち向かうべく農業システムを
研究、イギリスで博士号取得、アメリカでNASAのプロジェクトに参画。2000年帰国し、結婚
を機に産業用機械の研究開発に従事。研究開発リーダーを務めたものの、子育てを通じて
社会問題解決への意欲が再燃。農業の社会性の高さに改めて気付き、2009年エムス
クエア・ラボを設立。2年度にわたる静岡県委託農業支援事業を経て、現在、同県農政審議
会委員、同県研究評価会委員、農水省ボランタリープランナー。

株式会社エムスクエア・ラボ
代表取締役

持続可能な農業を目指して、畑から食卓まで、おいしいと安心を
人とITで高効率につなぐベジプロバイダー®事業

加藤 百合子

静岡県

DBJ女性起業優秀賞

教科書出版社を結婚出産退職後、6年間の専業主婦業を経て企画会社に勤務。各種販促
企画を手掛け1999年に独立。翌年「広島SOHO’クラブ」を設立し、2001年「広島SOHO’
オフィス」開設。2002年「(有)SOHO総研」を設立し代表取締役に就任。2009年地元有力
企業からの出資を受け増資し「(株)ソアラサービス」に社名変更。同年「広島SOHO’オフィス」
を移転・拡張し、人肌感覚のクリエイティブ共同オフィス「SO@Rビジネスポート」をオープン。
「広島に“あったらいいな”をカタチに」を理念に掲げ、人と企業を繋いで地域を元気にする
プロジェクトを推進している。

株式会社ソアラサービス
代表取締役

起業家やクリエイターのための共同オフィス・モノづくり・
人育てのビジネス拠点
～あったらいいな  を  カタチにする～  「SO@R  ビジネスポート」牛来 千鶴

広島県

DBJ女性起業震災復興賞

1971年宮城県歌津町名足にて珠算教室代表を経験の後、1981年4月に有限会社オイカワ
デニムの専務取締役に、1991年1月30日には代表取締役社長に就任。現在、会社経営の
他にも、内閣府日本中央防災会議委員、宮城県響高等学校評議委員、小泉地区婦人会
会長、気仙沼本吉地区婦人防火クラブ連合会長、リアスアクティブ21理事等、地域・防災
関連組織において活動を行っている。

有限会社オイカワデニム
代表取締役

気仙沼発　地域資源有効活用の最大化
地域資源を生かした新ファッションブランドの創設

及川 秀子

宮城県

http://www.dbj.jp/ja/topics/dbj_news/2012/html/0000010265.html
http://m2-labo.jp/
http://soa-r.net/


　2011年3月11日に発生した東日本大震災によって、日本の観光産業
は深刻な打撃を受けた。その影響は被災地の事業者のみならず、
全国の観光産業に波及している。さらに、今後も主に生産年齢人口の
減少による国内需要減が予想される。観光が国の成長戦略としても、
また地方活性化のツールとしても重要性を増している今、国として、
地域として、今後の観光戦略をどう描いていくのかは、日本の将来に
とって極めて大きな意味を持つと言える。
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健康経営で企業価値の向上を図る
花王に対し、「DBJ健康経営（ヘルスマネジメント）格付」に基づく融資を実施
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ランドダイブと旅する女王 旅する作家 山口 由美

P20 未来人図鑑

株式会社HUGE
代表取締役社長　新川 義弘 氏
街の資産となるレストランを目指し
サービスオペレーション力を磨き続ける。

季刊DBJはiPhone、iPadでもお読みいただけます。
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経
営
環
境
の

　
　
　
　

変
化
と
課
題

　

国
内
観
光
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
。国
内

の
宿
泊
需
要
の
動
き
を
み
る
と一
目
瞭
然
だ
。

1
9
7
4
年
以
降
の
日
本
人
の
宿
泊
旅
行

延
べ
参
加
回
数
は
、1
9
9
4
年
度
の

1.
7
9
億
回
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

あ
り
、2
0
0
9
年
度
に
は
1.
3
6
億

回
と
1
5
年
間
で
約
2
4
％
も
減
少
し
た

（
図
表
1
）。そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
、携
帯
電
話
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
う
消
費
行

動
の
多
様
化
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、訪
日
外
国
人
客（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
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回
）減
少
す
る
と
見

込
ま
れ
る（
図
表

2
）。仮
に
、こ
の
予

測
通
り
に
需
要
が

失
わ
れ
た
場
合
、そ

の
影
響
は
甚
大
だ
。

日
本
人
の
1
回
当

た
り
の
宿
泊
数
は

1.
5
泊
な
の
で
、

2
0
3
0
年
に
は

2
0
1
0
年
比
で

3
5
0
0
万
泊
減

少
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

一
方
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
は
ど
う
か
。

中
期
予
測
で
は

2
0
1
3
年
に

震
災
前
の
水
準

（
2
0
1
0
年
、約

8
6
0
万
人
）
を

回
復
し
、2
0
1
5

年
に
は
年
間

1
0
0
0
万
人
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ

る（
P
6
図
表
3
）。
そ
の
場
合
、訪
日

1
回
当
た
り
の
平
均
宿
泊
数
は
5
泊
な
の

で
、2
0
1
5
年
の
宿
泊
数
は
2
0
1
0

年
比
で
7
0
0
万
泊
増
加
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、よ
り
長
期
的
に
捉
え

た
場
合
、た
と
え
ば
ア
ジ
ア
各
国
の
潜
在

的
経
済
力
や
人
口
規
模
等
を
考
え
る
と
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
相
当
数
の
増
加
が
期
待

で
き
る
こ
と
だ
。今
後
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

受
け
入
れ
態
勢
面
で
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
進
め
ば
、平
均
宿
泊
数
の
増
加
も

見
込
め
る
こ
と
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は

長
期
的
な
国
内
宿
泊
需
要
の
減
少
分
を

補
い
う
る
有
力
な
解
決
策
の
１
つ
と
な
る

と
言
え
る
。

　

国
内
需
要
の
減
少
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

拡
大
も
短
期
的
に
生
じ
る
現
象
で
は
な
い
。

短
期
的
・
短
絡
的
な
施
策
で
は
な
く
、

長
期
的
に
持
続
可
能
な
方
法
を
選
択
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
　
　
　

課
題
多
い

　
　
　
　

観
光
旅
館
経
営

　

国
内
観
光
低
迷
の
要
因
は
、観
光
旅
館

業
サ
イ
ド
に
も
あ
る
。ま
ず
、経
営
改
善

の
遅
れ
だ
。観
光
旅
館
業
に
は
同
族
経
営

が
多
く
、家
族
経
営
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
例
も
多
い
た
め
、組
織
体
制
が

未
整
備
で
あ
っ
た
り
、業
績
が
経
営
者
の

手
腕
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

な
ど
、時
代
の
変
化
に
沿
っ
た
経
営
改
善

が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

変
化
す
る
市
場
へ
の
対
応
の
遅
れ
も
目

立
つ
。旅
行
形
態
が「
団
体
か
ら
個
人
へ
」

と
変
わ
る
中
、こ
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い

旅
館
が
売
上
効
率
の
低
下
や
販
売
面
で
の

苦
戦
に
直
面
し
て
い
る
の
だ
。

　

観
光
旅
館
業
特
有
の
財
務
構
造
か
ら

も
、い
く
つ
か
の
課
題
が
み
え
て
く
る
。

た
と
え
ば
売
上
・
損
益
構
造
だ
。
観
光

旅
館
の
売
上
構
造
は
、一
般
的
に「
宿
泊

客
数
×
客
単
価
」で
決
ま
る
。売
上
拡
大
の

た
め
に
は
、客
数
を
増
や
す
か
、客
単
価
を

向
上
さ
せ
る
か
、あ
る
い
は
、そ
の
双
方
を

実
現
す
る
か
が
必
要
だ
が
国
内
宿
泊
需

要
拡
大
が
見
込
め
な
い
中
、供
給
過
剰
構

造
に
よ
る
苦
境
に
陥
り
や
す
い
状
況
に
あ

る
。ま
た
、観
光
旅
館
業
の
損
益
構
造
は
、

売
上
高
の
1
0
％
程
度
を
キ
ャ
ッ
シ
ュフ
ロ
ー

（
償
却
前
経
常
利
益
）と
し
て
確
保
す
る

姿
が「
標
準
型
」と
さ
れ
る
が
、宿
泊
需
要

拡
大
が
見
込
め
な
い
中
、近
年
で
は
そ
う

し
た
標
準
型
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
り
つつ
あ
る
の
だ
。

　

あ
る
い
は
資
産
・
負
債
の
構
造
だ
。

ホ
テ
ル・
旅
館
業
は
装
置
産
業
で
あ
り
、

投
資
負
担
が
重
い
。
貸
借
対
照
表
上
、

資
産
の
多
く
を
旅
館
の
土
地
・
建
物
が
、

負
債
の
多
く
を
設
備
投
資
時
の
借
入
金

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。2
0
0
3
年
に
国

が
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り

本
格
的
な
取
り
組
み
を
開
始
し
て
以
降
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
に
よ
る
一
時
的
な

落
ち
込
み
は
あ
っ
た
も
の
の
、2
0
1
0
年

に
は
年
間
8
6
0
万
人（
対
2
0
0
3
年

比
1
6
5
％
）と
過
去
最
高
水
準
に
達
し

た
ほ
ど
だ
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
東
日
本
大
震
災
が

発
生
。観
光
業
界
も
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
。国
内
宿
泊
動
向
を
主
要
旅
行
業
者
の
国

内
旅
行
取
扱
状
況
で
見
る
と
、2
0
1
1
年

4
〜
7
月
ま
で
は
大
幅
な
前
年
割
れ
を
記

録
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
2
0
1
1
年
は
年
間

6
2
1
万
人
に
激
減
し
た
。

  

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

  

の
増
加
に
期
待

　

今
後
、観
光
需
要
は

ど
う
推
移
す
る
の
だ

ろ
う
か
。国
内
宿
泊
需

要
の
見
通
し
を
宿
泊

旅
行
参
加
回
数
で
予

測
し
て
み
る
と
、生
産

年
齢
人
口
等
の
推
移

か
ら
、
2
0
1
0
〜

2
0
3
0
年
ま
で
の

2
0
年
間
で
1.
3
8
億

回
か
ら
1.
1
5
億
回
へ

1
7
％（
2
3
0
0
万

基
本
解
説

N
ex
t Jap

an減
少
す
る
国
内
需
要
。

高
ま
る
訪
日
客
へ
の
期
待

│
│ 

日
本
の
観
光
の
課
題
と
今
後
の
展
望

■図表1：邦人宿泊旅行延べ参加回数の長期推移（1974～2009年） 

■図表2：邦人宿泊旅行延べ参加回数の予測（全国、2030年まで）

（備考）延べ参加回数＝宿泊旅行参加率×参加回数（参加者平均）×人口
（出典）日本観光協会「観光の実態と志向」、内閣府「国民経済計算」、厚生労働省「人口動態統計」より作成

（備考）延べ参加回数＝宿泊旅行参加率×参加回数（参加者平均）×人口
（出典）日本観光協会「観光の実態と志向」、内閣府「国民経済計算」、厚生労働省「人口動態統計」、国立社会保障・
　　　人口問題研究所「将来推計人口」より作成
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が
占
め
る
。ま
た
、観
光
産
業
で
は
一
定
期

間
毎
に
集
客
力
を
維
持
す
る
た
め
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
が
、観
光
旅
館
業
も

概
ね
1
5
〜
2
0
年
程
度
で
一
定
規
模
の

投
資
を
行
う
必
要
が
あ
る
。こ
の
た
め
、毎
年

堅
実
に
借
入
金
返
済
を
行
い
、必
要
な
時

期
に
必
要
な
資
金
調
達
が
で
き
る
よ
う
な

財
務
体
質
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

 

課
題
解
決
へ
の
3
つ
の
方
向
性

　

減
少
傾
向
が

続
く
国
内
邦
人

宿
泊
需
要
に
は
、

ど
の
よ
う
な
解
決

策
が
あ
る
の
か
。

考
え
ら
れ
る
方
向

性
は
3
つ
あ
る
。

１
つ
は
新
た
な
国

内
需
要
を
喚
起

す
る
こ
と
、２
つ
目

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
拡
大
し
、減
少

す
る
国
内
需
要
を

補
う
こ
と
、そ
し

て
３
つ
目
は
、前
記

の
２
つ
で
補
え
な

い
部
分
が
あ
れ

ば
、観
光
旅
館
業

を
は
じ
め
と
す
る

宿
泊
旅
行
関
連

産
業
の
体
質
強
化

と
需
給
調
整（
規
模
の
縮
小
や
統
廃
合
）

を
行
う
こ
と
だ
。

　

具
体
的
に
は
、国
内
需
要
喚
起
策
と
し

て
は
、休
暇
制
度
の
改
善
、旅
行
業
の
規
制

緩
和
な
ど
国
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、現
地

発
着
型
観
光
の
開
発
な
ど
地
域
で
の
取
り

組
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
で
は
、

ⅰ
．広
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、官
民
一
体
プ
ロ

　

 

モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
よ
り
徹
底
す
る
こ
と

ⅱ
．外
国
語
接
遇
態
勢
や
通
信
環
境
の
整
備

　

 

な
ど
受
入
態
勢
の
充
実
を
図
る
こ
と

ⅲ
．言
語
障
壁
等
を
取
り
除
く
こ
と
に

　

 

よ
り
相
互
理
解
を
促
進
す
る
こ
と

等
に
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
有
効
と

考
え
ら
れ
る
。

　

宿
泊
旅
行
産
業
と
り
わ
け
観
光
旅
館

業
の
需
給
調
整
に
関
し
て
は
、

ⅰ
．廃
業
に
対
す
る
早
期
対
応

ⅱ
．コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

等
が
考
え
ら
れ
る
が
、耐
震
基
準
な
ど
の

法
規
制
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、体
質
強
化
策
と
し
て
は
、

ⅰ
．客
室
・
食
事
の
多
様
化
な
ど
個
人
旅
行

　

 

へ
の
対
応
強
化

ⅱ
．ネ
ッ
ト
向
け
商
品
企
画
の
充
実
や
S
N
S

　

 

の
活
用

ⅲ
．収
支
管
理
の
徹
底

ⅳ
．労
働
環
境
改
善
に
よ
る
従
業
員
の
育
成

等
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、特
区
を
活
用
し
た
観
光
振

興
策
も
有
効
だ
。特
区
制
度
は
、国
の
指

定
を
受
け
た
特
定
の
区
域（
特
区
）が
、

一
定
の
要
件
の
下
で
他
地
域
と
は
異
な
る

特
例
措
置
を
国
か
ら
受
け
ら
れ
る
制
度

だ
。観
光
分
野
に
お
い
て
も
、特
区
の
活
用

に
よ
る
、地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
規
制

緩
和
や
税
制
・
財
政
・
金
融
上
の
特
例

メ
ニ
ュ
ー
等
は
有
効
な
政
策
手
段
と
な
る

だ
ろ
う
。

　
　
　
　

地
域
独
自
の

　
　
　
　

観
光
戦
略
を

　

も
と
よ
り
、観
光
地
が
抱
え
る
課
題

は
、そ
れ
ぞ
れ
違
う
。し
た
が
っ
て
、ど
の

観
光
地
に
も
通
用
す
る
よ
う
な
解
決
策

な
ど
あ
り
得
な
い
。前
述
し
た
3
つ
の
方

向
性
を
基
本
に
、個
々
の
状
況
に
即
し
た

地
域
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン・
戦
略
を
打
ち
出
す

こ
と
が
肝
要
だ
。

　

そ
の
場
合
、１
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
の
が
、

観
光
政
策
を
国
家
戦
略
の
基
本
に
据
え
る

ス
イ
ス
の
事
例
だ
。同
国
で
は
、各
地
域
が

自
ら
の
観
光
資
源
を
分
析
・
研
究
し
、

独
自
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
、

世
界
の
富
裕
層
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
観
光
戦
略
を
構
築
し
て
い
る
。そ
の

最
大
の
目
標
は
、「
集
客
の
数
」で
は
な
く

「
観
光
客
１
人
当
た
り
の
消
費
額
の
最
大
化
」

だ
。長
期
的
な
国
内
観
光
需
要
の
減
少
が

予
測
さ
れ
る
日
本
が
、こ
う
し
た
先
進
事
例

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
は
ず
だ
。

　

国
の
新
成
長
戦
略
で
も
、観
光
立
国
・

地
域
活
性
化
戦
略
は
一
本
化
さ
れ
、観
光

は
地
域
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、地
域
の
活
性
化
な

く
し
て「
次
の
日
本
」は
あ
り
得
ず
、観
光

を
軸
に
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

急
務
と
言
え
る
。も
は
や
、ハ
ー
ド
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
や
１
つ
の
地
域
内
で
の
観
光

旅
館
間
の
競
合
な
ど
は
不
毛
だ
。人
の
心

に
響
く
観
光
地
づ
く
り
や
商
品
開
発
に
向

け
て
、地
域
が
結
束
し
、明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

と
戦
略
の
下
で
一
体
的
に
行
動
で
き
る
か

否
か
が
、将
来
へ
の
明
暗
を
分
け
る
と

言
え
る
局
面
な
の
だ
。

　

関
西
支
店
で
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
現
状
と
訪
日

リ
ピ
ー
タ
ー
拡
大
戦
略
│
関
西
が
導
く『
憧
れ
の
日
本
』

再
訪
の
旅
│
」と
題
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
。そ
の
中

で
は
、日
本
の
旅
行
市
場
に
つ
い
て
の
分
析
や
、今
後
の
市
場

予
測
に
つ
い
て
独
自
モ
デ
ル
で
の
試
算
等
を
行
う
と
と
も

に
、日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
け
る
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー

の
増
加
に
注
目
し
、同
市
場
の
拡
大
の
た
め
の
3
つ
の
提
言

を
行
っ
て
い
る
。以
下
、そ
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

　

❶
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
い
て
上
位
3
位
を

占
め
る
韓
国
、中
国
、台
湾
と
日
本
に
お
け
る
海
外
旅
行

客
動
向
を
み
る
と
、海
外
か
ら
の
旅
行
者
を
最
も
獲
得
し
て

い
る
の
は
中
国
で
あ
る
。ま
た
、中
国
か
ら
の
旅
行
者
を
最

も
獲
得
し
て
い
る
の
は
韓
国
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
の
海
外
旅
行
市
場
に
お
い
て
、日
本
は
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
る
。

　

❷
日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
の
う
ち
8
割
以
上
が
初
訪
日

客
で
あ
る一
方
、訪
日
韓
国
人
の
約
6
割
、訪
日
台
湾
人
の
約

8
割
は
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
。中
国
の
旅
行
業
者
は
特

に
台
湾
な
ど
の
旅
行
業
者
の
動
向
を
注
視
し
て
お
り
、後
を

追
随
す
る
よ
う
な
商
品
を
販
売
す
る
傾
向
が
あ
る
。訪
日

韓
国
人
や
台
湾
人
の
現
在
の
満
足
度
が
、将
来
の
中
国
人

訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
の
満
足
度
に
影
響
し
う
る
と
い
え
る
。

　

❸
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
の
た
め
に
は「
ブ
ラ
ン
ド
」

の
強
化
・
確
立
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。関
西
に
お
い

て
は
、歴
史
遺
産
を
活
か
し
た
文
化
体
験
型
商
品
と
の

融
合
や
、飲
食
店
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、関
西
で
し
か

手
に
入
ら
な
い「
M
A
D
E 

I
N 

J
A
P
A
N
」の
展
開

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

　

❹
同
時
に
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
市
場
へ
の
効
果
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
も
重
要
だ
。官
民
一
体
の
具
体
的
な
セ
ー
ル
ス
の

実
施
や
、観
光
関
連
事
業
者
が
直
接
市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
体
制
へ
の
移
行
、メ
デ
ィ
ア
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

❺
加
え
て
輸
送
力
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
。イ
ン
バ
ウ

ン
ド
だ
け
で
な
く
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、相
互
送
客
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。ま
た

訪
日
客
の
多
く
が
宿
泊
を
希
望
す
る
旅
館
に
お
け
る

受
入
体
制
の
整
備
も
急
務
だ
。

　

❻
日
本
の
観
光
戦
略
を
考
え
る
に
あ
た
り
、訪
日

リ
ピ
ー
タ
ー
の
満
足
度
を
い
か
に
高
め
る
か
を
再
考
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
。
現
在
の
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
の

満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
、将
来
の
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
の

高
い
満
足
度
に
つ
な
が
り
、ひ
い
て
は
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
市
場

の
持
続
的
な
獲
得
に
つ
な
が
る
。他
国
の
台
頭
や
震
災
の

発
生
に
よ
り
存
在
感
の
薄
ら
ぐ
日
本
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
し
、

「
憧
れ
の
日
本
」再
訪
の
旅
を
導
く
の
は
、文
化
、食
、技
の

多
様
な
魅
力
を
持
つ
関
西
に
他
な
ら
な
い
。

要
旨

訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
こ
そ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
の
要

■図表3：訪日外国人数の予測（全国、2016年まで）

（出典）2011年までは日本政府観光局（JNTO）、2012年以降はDBJ予測
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光
の
価
値
は
時
代
と
と
も
に
大
き

く
変
わ
る
。た
と
え
ば
昔
、生
活
が

貧
し
く
、旅
行
が
贅
沢
だ
っ
た
時
代
は
、温
泉

に
行
き
、お
い
し
い
料
理
を
食
べ
、立
派
な
部
屋

で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
価
値
だ
っ
た
。だ
が
、次
第

に
流
通
シ
ス
テ
ム
の
発
達
に
よ
っ
て
新
鮮
な
食

材
が
身
近
な
も
の
と
な
り
、居
住
環
境
が
向
上

し
て
、人
々
の
生
活
レ
ベ
ル
が
上
が
って
く
る
と
、

相
対
的
に
そ
の
価
値
は
小
さ
く
な
る
。こ
う

し
て
、観
光
に
求
め
る
価
値
も
変
化
し
て
い
く
。

　

今
は
人
々
の
関
心
が
高
い
環
境
・
自
然
・

生
活
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、あ
る
い
は
、現
時

点
で
、誰
も
が
訪
れ
た
い
と
か
そ
の
場
所
で

し
か
体
験
で
き
な
い
と
いっ
た「
一
番
」で
あ
る

こ
と
が
、大
き
な
観
光
的
価
値
と
な
って
い
る
。

　

最
近
、大
丸
有
地
区（
皇
居
と
Ｊ
Ｒ
東
京

駅
に
挟
ま
れ
た
大
手
町
、丸
の
内
、有
楽
町
エ

リ
ア
）の
観
光
計
画
に
関
わ
っ
た
。大
丸
有
地

区
は
、世
界
で
も
有
数
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
で
あ
り
、

一般
的
に
は
観
光
地
と
は
言
え
な
い
。し
か
し
、

少
し
考
え
方
を
変
え
て
み
る
と
、大
丸
有

は
、日
本
の
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
動
い
て
い
る
経
済
の
中
心
地
で
あ
り
、

頭
脳
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、世
界

で
も
稀
な
場
所
で
あ
る
。さ
ら
に
、環
境
都
市

と
し
て
の
価
値
も
創
造
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。す
な
わ
ち
、東
京
駅
か
ら
皇
居
前
に

至
る
行
幸
通
り
を
海
風
や
冷
気
の
通
り
道
と

す
る「
風
の
道
」が
既
に
都
市
構
造
と
し
て
織

り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、世
界
で
も
あ
ま
り
例

が
な
い
。ま
た
、再
開
発
で
建
築
し
た
高
層

ビ
ル
の
壁
面
や
中
庭
、街
路
に
は
、緑
化
が
施

さ
れ
て
い
る
。加
え
て
私
は
、皇
居
ラ
ン
ナ
ー
や

地
区
で
働
く
人
た
ち
の
た
め
に
、ビ
ル
の
屋
上

な
ど
に
廃
熱
を
利
用
し
た〝
銭
湯
〞を
作
っ
た

ら
ど
う
か
と
提
案
し
て
い
る
。そ
う
す
る
と
、

大
丸
有
に
環
境
、省
エ
ネ
、健
康
、日
本
的
文

化
の
紹
介
と
多
く
の
価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
、世
界
で
も
類
例
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な

環
境
都
市
が
出
現
す
る
。こ
の
こ
と
が
結
果

と
し
て
、観
光
の
対
象
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

最
近
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
で
大
事
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
が
ア
ー
ト
の
力
だ
。日
本

で
も
瀬
戸
内
の
直
島
、新
潟
の
越
後
妻
有
な

ど
で
、ま
た
、欧
米
で
も
ア
ー
ト
で
都
市
を
再

生
す
る
動
き
が
盛
ん
だ
。あ
る
意
味
で
ア
ー
ト

は
未
来
の
価
値
観
を
見
せ
て
く
れ
る
も
の
と

言
え
、ア
ー
ト
を
活
か
し
て
都
市
開
発
を
進

め
れ
ば
、大
丸
有
地
区
は
、ビ
ジ
ネ
ス
都
市
の

未
来
の
姿
を
予
見
さ
せ
る
場
所
に
な
る
。

世
界
で
一
番
進
ん
だ
未
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
都
市・

環
境
都
市
の
姿
に
観
光
的
価
値
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、人
々
は
こ
の
地
区
に
魅
か
れ
る
の
だ
。

の
経
過
と
と
も
に
輝
い
て
い
る
も

の
は
変
わ
る
し
、人
間
は
す
ぐ
に

一
時
輝
い
た
対
象
に
飽
き
て
し
ま
う
。皆
が

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
物
見
遊
山
型
の

観
光
地
の
価
値
は
消
費
さ
れ
る
。こ
の
こ
と

は
、多
く
の
場
合
避
け
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、温
泉
、飲
食
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
現
地
に

行
っ
て
身
体
的
に
し
か
経
験
で
き
な
い
よ
う

な
価
値
は
長
続
き
す
る
よ
う
だ
。

　

た
と
え
ば
、観
光
地
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
重
要
だ
が
、

問
題
も
あ
る
。そ
れ
ら
が
観
光
的
な
価
値
を

創
り
出
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。人
が
大
勢
来

て
観
光
し
て
も
、別
に
モ
ノ
が
な
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
か
ら
価
値
は
変
わ
ら
な
い
と
考

え
る
人
が
多
い
が
、実
は
１
度
訪
れ
た
観
光

地
を
再
度
訪
れ
る
人
は
少
な
い
。精
神
的

（
記
号
的
）な
価
値
は
１
回
経
験
す
る
と
消

費
さ
れ
る
か
ら
だ
。だ
か
ら
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
や
る
と
、訪
れ
る
人
は
一
時

的
に
増
え
る
が
、観
光
地
と
し
て
の
価
値
は

減
っ
て
い
く
。観
光
地
側
は
、新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
こ
と
、安
易
に
価
値
を
減
ら
さ
な

い
こ
と
を
常
に
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

本
の
観
光
政
策
は
遅
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
が
、今
か
ら
2
0
年
前
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
実
行
し
た
と
し
て
も
、

近
隣
の
中
国
や
韓
国
か
ら
の
観
光
客
は
期
待

で
き
な
かっ
た
。中
国
で
規
制
緩
和
に
よって
個

人
旅
行
の
制
限
が
外
さ
れ
た
の
は
2
0
0
9

年
7
月
。韓
国
で
も
海
外
旅
行
が
完
全
自
由

化
さ
れ
た
の
は
1
9
8
9
年
だ
。訪
日
客
が

多
い
こ
れ
ら
の
国
で
、海
外
旅
行
が
自
由
化
さ

れ
て
い
な
い
時
に
日
本
が
観
光
立
国
政
策
を
進

め
て
も
人
が
来
る
は
ず
が
な
い
。ア
ジ
ア
諸
国

が
経
済
力
を
つ
け
て
国
を
開
く
中
で
こ
そ
、

観
光
立
国
政
策
が
効
果
を
発
揮
す
る
の
だ
。

　

ア
ジ
ア
の
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に

大
き
い
。
重
要
な
こ
と
は
、周
辺
国
と
の

友
好
関
係
を
保
つ
こ
と
だ
。そ
う
す
れ
ば
、

ア
ジ
ア
の
中
で
成
長
率
の
高
い
国
の
近
く
に

位
置
す
る
日
本
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
る
は

ず
で
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
効
果
は
、こ
れ

ま
で
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
い

時
代
に
な
り
つつ
あ
る
。

本
は
2
0
0
6
年
1
2
月
に「
観

光
立
国
推
進
基
本
法
」を
制
定

し
、観
光
立
国
の
推
進
を
2
1
世
紀
に
お
け

る
重
要
な
政
策
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

だ
が
、国
内
の
観
光
需
要
に
関
し
て
は
、過
去

2
0
年
近
く
不
振
が
続
い
て
い
る
。そ
の
原
因

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

観
光
需
要
の
発
生
に
関
わ
る
主
な
変
数
は

所
得
と
休
暇
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、所
得
は

こ
の
2
0
年
ほ
ど
実
質
的
に
増
え
て
い
な
い
。

休
暇
も
宿
泊
観
光
の
条
件
だ
が
、日
本
の

有
給
休
暇
の
取
得
率
は
諸
外
国
に
比
べ
て
格

段
に
低
く
、か
つ
て
は
、5
0
％
を
超
え
て
い
た

が
、現
在
は
4
8.
1
％（
2
0
1
1
年
度
厚

生
労
働
省
調
査
）と
低
迷
し
て
い
る
。

　

こ
の
2
つ
の
変
数
が
悪
化
し
た
状
態
だ
と
、

供
給
側
で
い
く
ら
受
け
皿
を
整
備
し
て
も

需
要
増
加
は
期
待
で
き
な
い
。パ
イ
が
増
え

な
い
の
に
、日
本
中
の
観
光
地
が
旅
行
客
を
取

り
合
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。国
も
休
暇
分
散

を
も
っ
と
強
力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
、今
の
需

要
だ
け
で
は
、供
給
側
で
あ
る
地
方
の
観
光
地

が
満
足
す
る
効
果
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、観
光
の
概
念
が
広
が
っ
て
き
て
い

る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

産
直
市
場
め
ぐ
り
、ま
ち
歩
き
な
ど
、従
来

の
観
光
の
概
念
に
は
な
い
時
間
消
費
の
ス
タ

イ
ル
が
増
え
て
い
る
。観
光
＝
非
日
常
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
、日
常
に
近
い
時
間

消
費
を「
観
光
」と
は
考
え
な
い
人
も
多
い

が
、こ
う
し
た
身
近
な
楽
し
み
方
は
確
実
に

広
が
っ
て
い
る
。そ
う
考
え
る
と
、統
計
に
は

現
れ
な
い
新
し
い
形
の
観
光
需
要
が
増
え
て

い
る
と
も
言
え
、滞
在
型
を
除
い
て
、全
体
と

し
て
は
、一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
観
光

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。

時
代
が
求
め
る

観
光
的
価
値
と
は

観
光
需
要
不
振
の

原
因
は

観
光
地
の

価
値
は
変
化
す
る

観
光
立
国
政
策
の

効
果
に
期
待

観

時

日

日
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の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

バ
ブ
ル
期
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
放
棄
で
き

な
か
っ
た
り
、将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
た
ず
目
先

の
経
営
し
か
行
わ
な
か
っ
た
り
し
た
結
果
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
遅
れ
て
い
る
状
態
だ
。

う
し
た
状
況
を
打
開
し
、観
光
・

地
域
振
興
を
図
る
た
め
に
3
つ
の

こ
と
を
提
案
し
た
い
。１
つ
は
、真
の
豊
か
さ

を
実
現
す
る
地
域
経
営
の
発
想
を
持
つ

こ
と
だ
。産
業
活
性
化
だ
け
で
地
域
振
興
し

よ
う
と
し
て
も
、決
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
。

当
た
り
前
だ
が
、ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
利
害

が
絡
む
か
ら
だ
。特
に
観
光
の
場
合
、利
害

の
絡
み
方
が
広
く
深
い
の
で
、観
光
だ
け
で

地
域
振
興
し
よ
う
と
す
る
と
頓
挫
す
る
。

だ
か
ら
、ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
よ
う
に「
地
域
と

し
て
豊
か
に
生
き
て
い
く
」た
め
の
仕
組
み
、

す
な
わ
ち
地
域
経
営（
全
体
利
潤
向
上
）の

考
え
方
が
必
要
な
の
だ
。

　

2
つ
め
は
、そ
う
し
た
地
域
経
営
を
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
組
織
を
持
つ
こ
と
。そ
の

条
件
は
、エ
ゴ
と
利
害
を
排
除
す
る
た
め
に
、

す
べ
て
の
人
が
肩
書
き
を
捨
て
、「
一
住
民
」

と
し
て
参
加
し
て
ま
ち
の
将
来
を
決
定

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
組
織
で
あ
る
こ
と
だ
。

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
は
、ブ
ル
ガ
ー
ゲ
マ
イ
ン
デ
と

い
う
地
域
経
営
共
同
体
が
、観
光
を
含
め
た

地
域
政
策
、地
域
運
営
に
つ
い
て
意
思
決
定

し
て
い
る
。社
会
公
益
性
を
基
準
に
、自
分

た
ち
の
地
域
や
ま
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
決

め
れ
ば
、そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
産
業

や
事
業
が
見
え
て
く
る
。観
光
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
地
域
振
興
の
た
め
、製
造
業
者
や

農
林
漁
業
者
も
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け
ば
よ
い
。

　

も
っ
と
も
、仕
組
み
と
組
織
だ
け
で
は
動

か
な
い
。そ
こ
に
関
わ
る
人
た
ち
が
、将
来

の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
活
動
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。こ
れ
が
3
つ
め
だ
。特
に
、私
が

期
待
す
る
の
は
子
供
た
ち
だ
。地
方
で
は

多
く
の
場
合
、子
供
た
ち
は
最
初
、自
分
た
ち

の
ま
ち
を
嫌
っ
て
い
る
が
、都
会
に
な
い
自
然

や
温
泉
、豊
か
な
産
品
が
あ
る
と
分
か
る
と

意
識
が
変
わ
っ
て
、自
分
の
ま
ち
を
自
慢
す
る

よ
う
に
な
る
。今
、一
緒
に
事
業
を
進
め
る
中

で
、そ
ん
な
子
供
た
ち
が
、い
ず
れ
将
来
の

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
ば
地
域
は
確
実
に

変
化
し
、活
性
化
す
る
と
確
信
し
て
い
る
。

方
で
、国
の
政
策
に
も
課
題
が

多
い
。観
光
立
国
を
謳
い
な
が
ら
、

そ
れ
が
日
本
人
の
幸
せ
と
豊
か
さ
に
ど
う

結
び
つ
く
の
か
が
分
か
ら
な
い
。経
済
的
な

意
味
で
も
、心
か
ら
豊
か
な
生
活
を
営
め
る

と
い
う
価
値
観
の
部
分
で
も
、相
応
の
政
策
、

施
策
が
事
業
に
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
の
だ
。

　

長
期
休
暇
に
し
て
も
、フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ

の
休
暇
が
長
い
の
は
、国
だ
け
の
政
策
で
は
な

く
、I
L
O
1
3
2
号
条
約（
年
次
有
給
休

暇
に
関
す
る
条
約
）を
批
准
し
て
い
て
、連
続

し
て
2
週
間
の
休
暇
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。日
本
は
先
進
国
で
唯
一、

こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
。批
准
す
れ
ば

観
光
の
機
会
も
増
え
、人
出
も
分
散
さ
れ
て

道
路
や
鉄
道
も
利
用
し
や
す
く
な
る
。宿
泊

施
設
も
稼
働
率
が
上
が
り
、売
上
が
伸
び
る
。

　

ほ
か
に
も
、国
際
会
計
基
準
の
導
入
が

進
め
ば
、有
給
休
暇
を
消
化
さ
せ
る
と
い
う

動
き
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で（
注
1
）、こ
う

し
た
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、観
光
振
興

に
と
っ
て
は
追
い
風
と
な
る
。

　

お
金
は
必
要
だ
が
、市
場
経
済
的
な
基
準

だ
け
で
は
な
い
価
値
で
、地
域
や
自
分
の
将
来

を
考
え
な
け
れ
ば
、幸
せ
や
豊
か
さ
は
実
感

で
き
な
い
。大
事
な
の
は「
勝
ち
残
り
」で
は

な
く「
価
値
で
残
る
」こ
と
だ
。個
々
の
生

き
方
を
ど
う
す
る
の
か
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
ど
う
生
活
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
中

か
ら
出
て
く
る
ア
イ
デ
ア
や
モ
ノ
は
、リ
ア

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
、他
の
地
域
に
は
な
い
価
値

「
地
域
の
光
」と
な
る
は
ず
だ
。

　

ま
ず
、そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
一
番

の
幸
せ
と
豊
か
さ
を
感
じ
て
、地
域
の
光
を
輝

か
せ
続
け
る
こ
と
。そ
し
て
、訪
問
客
が
い
ろ

い
ろ
な
地
域
の
光
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
光
の
素
晴
ら
し
さ

に
も
気
づ
き
、お
互
い
が
輝
き
合
う
。そ
う
い

う
状
況
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
、本
当
の
意
味

で
の
観
光・地
域
振
興
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
注
1
）国
際
会
計
基
準
で
は
、従
業
員
に
有
給
休
暇

を
与
え
た
時
点
で
費
用
と
し
て
認
識
し
、
期
末
に

未
消
化
の
場
合
、
全
体
の
有
休
の
消
化
率
や
人
件

費
な
ど
を
計
算
し
た
上
で
、負
債
と
し
て
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
に
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
時
代
、英
国
か
ら
日
本
へ
の
旅

の
途
中
、ス
イ
ス・マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

の
麓
に
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
・ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

に
立
ち
寄
っ
た
。そ
こ
は
ガ
ソ
リ
ン
車
の
乗

り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
、電
気
自
動
車
や
馬

車
だ
け
が
通
行
を
許
さ
れ
た
村
だ
。当
初
、

観
光
目
的
の
仕
掛
け
と
思
っ
た
が
、実
は
景

観
や
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、村
や
住
民
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
豊
か
に
な
る
た
め
だ
と

い
う
。
当
時
の
私
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
は

「
お
金
を
使
っ
て
楽
し
く
遊
ぶ
」く
ら
い
し

か
な
か
っ
た
の
で
、強
い
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョッ
ク

を
受
け
た
。

　

縁
あ
っ
て
現
地
の
観
光
局
で
働
き
始
め
、

村
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
分
か
っ
た
の
は
、

5
7
0
0
人
の
住
民
が
皆
、幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
る
こ
と
。自
分
た
ち
の
村
の
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
正
し
く
理
解
し
、

来
訪
者
を
楽
し
ま
せ
、リ
ピ
ー
タ
ー
化
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
る
こ
と

だ
っ
た
。そ
し
て
、豊
か
に
暮
ら
す
の
に
必
要

な
も
の
が
お
金
や
文
明
的
な
も
の
だ
け
で

は
な
い
こ
と
、観
光
と
は
地
域
住
民
と
そ
こ

を
訪
れ
る
人
々
双
方
の「
感
幸
＝
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と
」に
繋
が
ら
な
く
て
は
意
味
が

な
い
こ
と
を
強
く
実
感
し
た
。

　

そ
う
い
う
目
で
見
る
と
、当
時
の
日
本
の

観
光
ス
タ
イ
ル
は
、か
な
り
奇
異
な
も
の
に

映
っ
た
。ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
見
た
所
へ
行
っ
て
記

念
撮
影
す
る
確
認
作
業
に
追
わ
れ
、団
体
で

忙
し
く
連
れ
回
さ
れ
る
だ
け
で
本
当
に
豊
か

に
な
れ
る
の
か
。旅
行
す
る
側
も
受
け
入
れ

る
側
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す
こ
と
に
精

一杯
で
、本
当
に
幸
せ
な
の
か
と
思
え
た
の
だ
。

　

そ
の
後
、日
本
で
も
観
光
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
し
、観
光
振
興
が
叫
ば
れ
て
き

た
が
、全
体
と
し
て
見
る
と
日
本
の
観
光
地

の
活
性
化
は
進
ん
で
い
な
い
。旅
行
に
対
し

て
求
め
る
も
の
が
世
代
間
や
個
々
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
違
う
な
ど
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、お
客
さ
ま
の
満
足
度

観
光
・
地
域
振
興
の

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
観
光
」は

「
感
幸
」に
通
じ
る

「
勝
ち
残
る
」で
な
く

「
価
値
で
残
る
」

こ

一
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コンサルタントとしても様々な事業化を進め、
成果を残している。また、まちづくり観光研究所
主席研究員や和歌山大学客員教授、北海道大学
客員准教授として人材育成にも力を入れている。
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パブリックな
組織が主体となる
地域経営のあり方

提 言

ネクスト・ジャパ
ン最前線



　
　

 

サ
ー
ビ
ス
と

　
　

 

I
C
T
を
融
合

　

全
国
の
温
泉
観
光
地
で
続
く
入
込
客
数

の
減
少
傾
向
。城
崎
温
泉
も
例
外
で
は
な
い
。

バ
ブ
ル
期
の
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
1
0
0
万

人
を
超
え
た
入
込
客
数
は
、2
0
0
8
年

に
9
0
万
人
を
割
り
、以
後
も
漸
減
傾
向

が
続
い
て
い
る
。危
機
感
を
強
め
た
地
元

で
は
、2
0
0
4
年
に
住
民
主
導
で「
城
崎

こ
の
さ
き
1
0
0
年
計
画
」
を
策
定
。
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ト
に
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
日
の
午
前
1
0
時

ま
で
利
用
で
き
る
、③
旅
館
で
外
湯
に
行
く

際
に
、利
用
す
る
回
数
分
の
外
湯
券
を
持
っ

て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
が
、「
ゆ
め
ぱ
」で
、ど

の
外
湯
に
も
何
度
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
る

│
│
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
実
現
し
た
。

第
2
は
つ
け
払
い
だ
。「
ゆ
め
ぱ
」に
参
加

す
る
土
産
物
屋
、飲
食
店
な
ど
で
つ
け
払
い

が
で
き
、各
店
舗
ご
と
の
割
引
等
の
特
典
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。精
算
は
チ
ェッ
ク

ア
ウ
ト
時
に
旅
館
で
行
え
ば
よ
い
。実
は
、

城
崎
温
泉
に
は
昔
か
ら
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
を
訪

れ
る
宿
泊
客
の
浴
衣
の
柄
か
ら
宿
泊
旅
館

を
特
定
し
、翌
朝
ま
と
め
て
旅
館
で
精
算

す
る
と
い
う
つ
け
払
い
の
制
度
が
浸
透
し
て

い
た
。「
ゆ
め
ぱ
」導
入
の
当
初
の
目
的
は
、

こ
の
制
度
を
温
泉
街
の
店
舗
全
体
に
広

げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

3
つ
め
が
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
だ
。「
ゆ
め

ぱ
」に
日
本
語
ま
た
は
英
語
の
属
性
を
登
録

し
、外
湯
等
に
設
置
し
て
あ
る
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
機
器
に
か
ざ
す
と
、登
録
し
た
言
語
の

観
光
案
内
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

 

城
崎
温
泉
だ
か
ら

　
　

 

こ
そ
で
き
た

　

観
光
地
の
サ
ー
ビ
ス
を
I
C
T
と
融
合

さ
せ
る
と
い
う
こ
の
試
み
は
、も
と
も
と
、

産
総
研
サ
ー
ビ
ス
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
実

証
実
験
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
話
だ
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員・山
本
吉
伸
氏
は
、

そ
の
狙
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
観
光
地
に
お
け
る
各
種
集
客
施
策
の

立
案
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
は
、こ
れ

ま
で
の
よ
う
な〝
経
験
と
勘
〞で
は
な
く
、観
光

客
の
回
遊
行
動
を
定
量
的・継
続
的
に
捉
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
の
技
術
を

作
る
べ
く
経
済
産
業
省
の
協
力
を
得
て
、観
光

地
向
け
の
P
O
S（
販
売
時
点
情
報
管
理
）

で
あ
る「
オ
ー
プ
ン
サ
ー
ビ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
型

P
O
S（
注
）」を
提
案
し
た
の
で
す
」

　

で
は
、な
ぜ
城
崎
温
泉
だ
っ
た
の
か
。小
規

模
の
旅
館
が
多
い
城
崎
温
泉
に
は
、温
泉
街

全
体
が
１
つ
の
旅
館
と
い
う
考
え
方
が
あ

り
、相
互
の
団
結
力
が
強
い
。「
ゆ
め
ぱ
」の

開
発
・
導
入
に
は
す
べ
て
の
旅
館
・
店
舗
の
参

加
が
必
要
と
な
る
た
め
、他
の
温
泉
地
に
は

な
い
一
体
感
を
持
つ
城
崎
温
泉
は
、実
験
の

最
適
地
と
い
え
た
の
だ
。

　
「
お
宿
・
芹
」の
館
主
で
あ
り
、「
ゆ
め
ぱ
」

を
運
営
す
る「
城
崎
こ
の
さ
き
1
0
0
年

会
議
」の
専
務
理
事
も
務
め
る
芹
澤
正
志

氏
は
、「
皆
が
元
気
な
ら
城
崎
は
元
気
だ
し
、

城
崎
が
元
気
で
な
け
れ
ば
個
々
の
旅
館
や
店

舗
も
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
風
に
、お
互
い

が
助
け
合
う
の
が
城
崎
温
泉
の
最
大
の
特
徴
。

そ
う
し
た
共
存
共
栄
の
精
神
が
あ
る
か
ら

こ
そ
で
き
た
試
み
と
言
え
る
。そ
れ
に
、こ
の

シ
ス
テ
ム
を
い
ち
か
ら
自
力
で
立
ち
上
げ
よ

う
と
思
っ
て
も
資
金
的
に
厳
し
い
。だ
か
ら
、

産
総
研
か
ら
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
き
も

抵
抗
感
は
な
か
っ
た
」と
い
う
。

　

実
験
を
支
援
し
た
豊
岡
市
も
、「
町
民
の

意
思
統
一
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
事
業
。

う
ま
く
取
り
組
め
た
の
は
、事
あ
る
時
に
は

１
つ
に
ま
と
ま
る
と
い
う
文
化
が
あ
る
か
ら
」

（
城
崎
総
合
支
所
長
・
新
谷
博
志
氏
）、「
城

崎
温
泉
は
他
の
観
光
地
と
の
差
別
化
を
図

る
た
め
、毎
年
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
考

え
て
実
行
し
て
い
る
。非
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
」（
同
支
所
温
泉

課
長・高
橋
均
氏
）と
声
を
揃
え
る
。

　
　

 

導
入
1
年
半
で

　
　

 

着
実
な
成
果

　

シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
1
年
半
余
り
。成
果

は
着
実
に
あ
が
っ
て
い
る
。た
と
え
ば
、宿
泊

客
が
「
ゆ
め
ぱ
」
を
利
用
す
る
と
、そ
の

情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
旅
館
や
店
舗
に

届
く
。
旅
館
で
は
外
湯
の
混
み
具
合
を

宿
泊
客
に
知
ら
せ
た
り
、買
い
物
の
情
報
を

会
話
の
糸
口
に
使
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
な
ど
、き
め
細
か
い
お
も
て

な
し
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
検
証
の
難
し
か
っ
た

「
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
客
観
的
評
価
」に
も

活
用
で
き
そ
う
だ
。た
と
え
ば
、昨
年
8
月

の
日
別
宿
泊
者
数
と
つ
け
払
い
で
の
売
上
金

「
巡
れ
る
ま
ち
」を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
2
1
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
・
実
行
す
る
な
ど

積
極
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
2
0
1
0
年
1
0
月
に

導
入
さ
れ
た
の
が
デ
ジ
タ
ル
外
湯
券「
ゆ
め
ぱ
」

だ
。経
済
産
業
省
や
豊
岡
市
の
支
援
の
下
、

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所

（
以
下「
産
総
研
」）が
2
年
半
を
か
け
て

シ
ス
テ
ム
を
開
発
。3
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
対
象

に
I
C
T
を
取
り
入
れ
た
。

　

第
１
は
外
湯
の
入
浴
券
だ
。宿
泊
客
は
、

お
サ
イ
フ
機
能
付
き
携
帯
電
話
ま
た
は

I
C
O
C
A
、S
u
i
c
a
な
ど
の
I
C

カ
ー
ド（
F
e
l
i
C
a
対
応
カ
ー
ド
）を

旅
館
の
端
末
に
か
ざ
し
て
I
D
登
録
す
る

と
、温
泉
街
に
7
カ
所
あ
る
外
湯
入
口
の

端
末
に
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
利
用
で
き
る
。

携
帯
電
話
、I
C
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

人
に
は
、紙
の
バ
ー
コ
ー
ド
外
湯
券
が
発
行

さ
れ
る
。ま
た
、日
帰
り
客
用
に
外
湯
で
発
券

さ
れ
る一日
入
浴
券
も
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
。

　

外
湯
券
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、①
従
来
、

外
湯
を
利
用
す
る
際
は
、宿
泊
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
た
め
、浴
衣
、下
駄
、湯
籠

等
を
着
用
・
持
参
す

る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

「
ゆ
め
ぱ
」だ
け
で
利

用
で
き
る
、②
外
湯

の
利
用
時
間
は
チ
ェッ

ク
イ
ン
か
ら
チ
ェッ
ク

ア
ウ
ト
ま
で
と
な
っ
て

い
た
が
、チ
ェッ
ク
ア
ウ

　

兵
庫
県
北
部
に
位
置
し
、1
3
0
0
年
の
歴
史
を
誇
る
城
崎
温
泉
は
、志
賀
直
哉
の
短
編
小
説
の
舞
台
と
し
て
も
有
名
だ
。

そ
の
城
崎
温
泉
で
日
本
初
の
デ
ジ
タ
ル
外
湯
券「
ゆ
め
ぱ
」（
正
式
名
称「
ぱ
っ
と
、湯
め
ぐ
り
パ
ス
」）の

運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
2
0
1
0
年
1
0
月
。

登
録
さ
れ
た
携
帯
電
話
や
I
C
カ
ー
ド
、バ
ー
コ
ー
ド
券
で
外
湯
め
ぐ
り
や
買
い
物
が
楽
し
め
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

全
国
の
観
光
温
泉
地
で
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
が
進
む
な
か
、

城
崎
温
泉
で
は
サ
ー
ビ
ス
と
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）を
融
合
さ
せ
る

新
し
い
試
み
で
1
0
0
年
先
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
ん
で
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
外
湯
券「
ゆ
め
ぱ
」で

温
泉
街
の
活
性
化
へ

│
│ 

城
崎
温
泉「
こ
れ
か
ら
1
0
0
年
」の
ま
ち
づ
く
り

Case Study

城崎総合支所長

新谷 博志 氏

城崎総合支所
温泉課長

高橋 均 氏
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額
の
推
移
を
見
る
と
、宿
泊
者
数
は
1
2
〜

1
4
日
の
3
日
間
が
ピ
ー
ク
、売
上
は
同
月

2
6
日
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
。驚
く
の
は
2
6

日
の
宿
泊
者
数
が
1
2
〜
1
4
日
各
日
の

約
半
数
だ
っ
た
こ
と
だ
。

　
「
確
認
し
て
み
る
と
、1
2
〜
1
4
日
は

花
火
大
会
、2
6
日
は
灯
籠
流
し
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。宿
泊
客
数
が
ピ
ー
ク
時
の

半
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
、売
上
金
額
が
高
い

こ
と
か
ら
、売
上
増
加
の
原
因
は
、単
純
に

客
数
に
比
例
す
る
の
で
は
な
く
、長
時
間
の

散
策
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
が

得
ら
れ
、も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、今
年
の

夏
は
長
時
間
の
散
策
を
促
進
す
る
取
り
組
み

が
効
果
的
と
も
考
え
ら
れ
る
」（
山
本
氏
）

と
い
う
。今
後
、P
O
S
デ
ー
タ
の
蓄
積
と

分
析
が
進
め
ば
、シ
ス
テ
ム
の
効
果
は
さ
ら

に
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　

課
題
を
乗
り
越
え
、

　
　

次
の
展
開
へ

　

そ
の
一
方
で
、課
題
も
見
え
て
き
た
。

端
末
機
の
設
置
は
、全
旅
館
・
外
湯
で
は
進

ん
だ
が
、店
舗
で
は
ス
タ
ー
ト
当
初
の
3
5
カ

所
か
ら
3
1
カ
所
に
減
っ
た
。「
シ
ス
テ
ム

参
加
費
の
負
担
、高
齢
の
経
営
者
の
対
応

力
な
ど
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
た
め
で
、当
面

は
す
べ
て
の
店
舗
で
使
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
目
標
」（
芹
澤
氏
）、「
つ
け
払
い
シ
ス

テ
ム
は
、精
算
の
手
間
を
負
担
と
感
じ
る
店
舗

が
あ
っ
て
完
全
に
は
定
着
し
て
い
な
い
。

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
活
か
し
方
も
こ
れ
か

ら
の
課
題
。関
係
者
が
知
恵
を
出
し
合
う

こ
と
で
次
の
展
開
へ
進
め
た
い
」（
新
谷
氏
）

と
い
う
。

　

今
後
、「
ゆ
め
ぱ
」を
ど
う
進
化
さ
せ
る

の
か
。ま
た
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う

活
か
し
て
い
く
の
か
。

芹
澤
氏
は「
ま
ず
は
、今

年
中
に
は
各
旅
館
の
端
末

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
に
切
り

替
え
て
、お
客
さ
ま
自
身

で「
ゆ
め
ぱ
」の
I
D
登
録

が
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
、電
車
の
運
行
状
況
や

天
気
予
報
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

そ
の
後
は
、旅
館
組
合
な
ど
の
共
同
出
資

に
よ
っ
て
設
立
予
定
の
ま
ち
づ
く
り
会
社

で
、「
ゆ
め
ぱ
」シ
ス
テ
ム
を
継
続
・
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
」と
、新
会
社
と

産
総
研
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
期
待
を

寄
せ
る
。

　
　

行
政
も
多
様
な

　
　

事
業
で
支
援

　

城
崎
温
泉
が
め
ざ
す
1
0
0
年
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
、行
政
の
支
援
も
不
可
欠
だ
。

観
光
産
業
を
主
要
産
業
と
位
置
づ
け
る

豊
岡
市
で
は
現
在
、
2
0
1
1
〜

2
0
1
5
年
を
実
施
期
間
と
す
る「
過
疎

地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
中
だ
が
、

そ
の
中
で
は
城
崎
地
域
を
対
象
と
す
る

2
3
事
業
で
多
様

な
支
援
を
行
っ
て

い
る（
「
ゆ
め
ぱ
」

開
発
・
導
入
に

対
す
る
支
援
は

「
ゆ
か
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

整
備
事
業
」
と
し

て
2
0
1
0
年
度

に
実
施
さ
れ
た
）。

　

こ
の
う
ち
、地
元
の
期
待
が
大
き
い
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
で
取
り
組
む
の
は
、「
外
国

語
版
旅
館
予
約
シ
ス
テ
ム
構
築
」「
も
て
な
し

対
応
人
材
育
成
」「
観
光
案
内
看
板
設
置
」

な
ど
9
事
業
だ
。「
城
崎
温
泉
へ
の
外
国

人
宿
泊
客
は
、欧
米
か
ら
の
個
人
客
を

中
心
に
2
0
0
7
年
は
1
3
0
0
人
程
度

だ
っ
た
が
、近
年
で
は
多
い
年
で
2
0
0
0

人
に
達
し
、増
加
傾
向
に
あ
る
」（
高
橋
氏
）

と
い
う
。

　

そ
の
た
め
、今
年
4
月
に
は
、J
R
城
崎

温
泉
駅
前
に
外
国
人
観
光
客
に
対
応
す
る

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、英
会
話
が
で
き
る
担
当
者
3
名
を

配
置
し
た
。市
で
は「
豊
岡
市
の
観
光
地
の

中
で
は
城
崎
温
泉
が〝
兄
貴
分
〞な
の
で
、

城
崎
を
拠
点
と
す
る
広
域
観
光
モ
デ
ル
を

作
り
た
い
」（
新
谷
氏
）と
、今
後
の
観
光

振
興
に
お
け
る
城
崎
温
泉
の
役
割
に
注
目

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　

官
民
一体
で
取
り
組
む「
ゆ
め
ぱ
」シ
ス
テ
ム

が
、城
崎
温
泉
に
と
っ
て
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。次
に
問
わ
れ
る

の
は
、シ
ス
テ
ム
の
戦
略
的
な
活
用
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
。そ
れ
が
実
現
で
き
れ

ば
、城
崎
温
泉
の「
こ
の
さ
き
1
0
0
年
」

の
ま
ち
づ
く
り
は
大
き
く
前
進
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

加
え
て
、ま
ち
づ
く
り
会
社
の
役
割
も

重
要
だ
。そ
の
運
営
は
、「
城
崎
こ
の
さ
き

1
0
0
年
会
議
」に
集
う
2
0
〜
4
0
代

の
メ
ン
バ
ー
に
外
部
の
専
門
家
を
加
え
て

構
成
さ
れ
る
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

（
T
M
O
）が
担
う
。「
ま
ち
づ
く
り
会
社

が
き
ち
ん
と
機
能
す
る
た
め
に
は
T
M
O

の
活
動
が
鍵
」と
芹
澤
氏
も
明
言
す
る
。

1
0
0
年
の
計
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

城
崎
温
泉
の
将
来
は
、自
分
た
ち
の
力
で

新
し
い
成
功
体
験
を
作
っ
て
い
こ
う
と
す
る

若
手
・
中
堅
世
代
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る

と
言
え
る
。（
2
0
1
2
年
5
月
取
材
）

（
注
）オ
ー
プ
ン
サ
ー
ビ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、以
下
の

2
つ
の
特
徴
を
持
つ「
一
定
の
地
域
」と
定
義
さ
れ

る
。①「
一
定
の
地
域
」に
は
小
規
模
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
が
多
数
存
在
し
、競
争
的
に
共
存
し
て
い

る
。各
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
対
等
な
関
係
で
あ
り
、

主
従
関
係
は
な
い
。そ
の
結
果
、競
争
が
生
じ
、経

済
力
に
も
格
差
が
生
じ
る
。②「
一
定
の
地
域
」に

は
、特
定
の
出
入
口
が
な
い
。顧
客
は
ど
こ
か
ら
来

て
も
ど
こ
か
ら
帰
っ
て
も
よ
い
。そ
の
流
入
・
流
出

を
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
把
握
し
て
い
な
い
。

Column

「城崎このさき100年会議」
専務理事

芹澤 正志 氏

サ
ー
ビ
ス
工
学
を

観
光
・
地
域
振
興
に
活
か
す

　

日
本
の
G
D
P
の
約
7
0
％
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
占
め
る

が
、そ
こ
は
い
ま
だ
に「
経
験
と
勘
」の
世
界
で
あ
り
、観
光

業
に
お
け
る「
お
も
て
な
し
」も
工
学
技
術
と
は
無
縁
と

さ
れ
て
い
た
。だ
が
近
年
、ア
マ
ゾ
ン
や
ヤ
フ
ー
の
台
頭
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、サ
ー
ビ
ス
産
業
も
輸
出
入
で
き
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
、国
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、サ
ー
ビ
ス
を
工
学
的
に
捉
え
、生
産
性
を
高
め
る

よ
う
な
技
術
を
作
っ
て
い
こ
う
と
、5
年
前
に
サ
ー
ビ
ス
工
学

研
究
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。対
象
は
、サ
ー
ビ
ス
業
の
中

で
も
観
光
、飲
食
、医
療
な
ど
人
間
が
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
現
場

だ
。そ
こ
で
、観
測
・
分
析
・
設
計
・
適
用
と
い
う「
最
適
設
計

ル
ー
プ
」を
実
現
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
目
標
だ
。

　

今
、「
ゆ
め
ぱ
」に
は
2
つ
の
発
展
性
が
あ
る
。１
つ
は
豊
岡

市
全
域
へ
の
拡
張
だ
。現
在
は
城
崎
地
区
だ
け
に
限
定
し
て

い
る
が
、城
崎
温
泉
で
は
潜
在
的
な
観
光
客
の
開
拓
に
向
け

て
周
辺
地
域
に
も
目
を
向
け
始
め
て
お
り
、豊
岡
市
と
し
て

も
そ
の
動
き
を
周
辺
の
観
光
地
の
振
興
と
連
携
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
、豊
岡
市
全
域
に「
ゆ
め
ぱ
」が

使
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

も
う
１
つ
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
拡
大
だ
。す
で
に
地
元

住
民・高
齢
者
、城
崎
地
区
以
外
の
豊
岡
市
民
に
発
行
さ
れ
る

入
浴
券
は「
ゆ
め
ぱ
」に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。そ
う
い
う
中
で
、

た
と
え
ば
高
齢
者
の
入
浴
の
傾
向
を
見
る
と
、同
じ
時
間
帯

に
規
則
的
に
来
る
人
は
、仲
間
同
士
の
会
話
が
で
き
て
社
会
と

の
接
点
を
確
保
し
て
い
る
が
、独
居
老
人
に
は
規
則
性
が
な

く
、孤
独
に
陥
り
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。そ
こ
で
、独
居
老

人
向
け
に
他
の
高
齢
者
と
同
じ
時
間
帯
の
利
用
を
促
す
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
作
り
、規
則
正
し
い
入
浴
運
動
を
進
め
れ
ば
高

齢
者
福
祉
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。こ
う
し
て「
ゆ
め
ぱ
」

を
市
民
サ
ー
ビ
ス
券
と
し
て
使
う
こ
と
で
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
「
ゆ
め
ぱ
」を
観
光
客
か
ら

旧
城
崎
町
民
、豊
岡
市
民
へ

と
拡
大
し
、そ
の
P
O
S

デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
活
用

す
れ
ば
、観
光
地
相
互
の
連

携
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

ひ
い
て
は
地
域
振
興
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

独
立
行
政
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所

サ
ー
ビ
ス
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員　

山
本 

吉
伸 

氏
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花王株式会社
取締役会会長　尾　 元規氏

DBJ
代表取締役社長　橋本 徹

of Scenes  
Solution

健康経営で
企業価値の向上を図る
── 花王に対し、「DBJ健康経営（ヘルスマネジメント）格付」に基づく融資を実施

健康経営で企業価値の向上を図る
── 花王に対し、「DBJ健康経営（ヘルスマネジメント）格付」に基づく融資を実施

　日本政策投資銀行（DBJ）は花王株式会社（以下、「花王」）に対し、「DBJ健康経営（ヘ
ルスマネジメント）格付」（以下、「DBJ健康格付」）初適用となる融資を実施した。DBJでは
これまでに、環境や事業継続に対する企業の取り組み度合いを独自の格付手法で評点化
し、融資条件に反映させるDBJ評価認証型融資（DBJ環境格付、DBJBCM格付）を開発
している。その目的は、財務情報のみならず、非財務情報を積極的に取り込むことで企業価
値をより適切に評価することにある。今回、DBJ健康格付が加わることで、評価認証型融資
がさらに厚味を増すことになる。

Scenes of Solution 

　

2
0
0
8
年
4
月
の
特
定
健
診
制

度
、い
わ
ゆ
る〝
メ
タ
ボ
検
診
〞の
導
入
、

労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
チ
ェッ
ク
の
義
務
化

に
関
す
る
国
会
審
議
な
ど
、昨
今
、企
業

の
従
業
員
へ
の
健
康
配
慮
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、将
来
的
な
労
働

人
口
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、

従
業
員
の
健
康
増
進
に
よ
っ
て
人
的

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
重
要
な

経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

D
B
J
健
康
格
付
融
資
は
、こ
う

し
た
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、健
康
経
営

の
概
念
を
普
及
促
進
さ
せ
る
べ
く
経
済

産
業
省
の
調
査
事
業
に
応
募（
注
1
）、

そ
の一
環
と
し
て
開
発
し
た
独
自
の
評
価

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、従
業
員
の
健
康
配
慮

へ
の
取
り
組
み
の
優
れ
た
企
業
を
評
価・

選
定
し
、そ
の
評
価
に
応
じ
て
融
資
条
件

を
設
定
す
る
と
い
う
「
健
康
経
営
格

付
」の
専
門
手
法
を
導
入
し
た
世
界
で

初
め
て
の
融
資
制
度
と
な
る
。

　

健
康
経
営
と
は
、従
業
員
の
健
康
増

進
を
重
視
し
、健
康
管
理
を
経
営
課
題

と
し
て
捉
え
、そ
の
実
践
を
図
る
こ
と

で
、従
業
員
の
健
康
の
維
持
・
増
進
と

会
社
の
生
産
性
向
上
、医
療
費
の
節

減
等
を
目
指
す
経
営
手
法
で
あ
る
。

日
本
人
の
死
因
の
3
分
の
1
を
占
め
る

生
活
習
慣
病
へ
の
対
策
、増
え
続
け
る

精
神
障
害
を
起
因
と
す
る
労
災
へ
の

対
策（
メ
ン
タ
ルヘル
ス
リ
ス
ク
対
策
）な
ど
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
も

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　

今
般
、花
王
に
対
し
て
は
、初
の
案
件

と
し
て
、D
B
J
健
康
格
付
で
最
高

ラ
ン
ク
と
な
る「
従
業
員
の
健
康
配
慮
へ

の
取
り
組
み
が
特
に
優
れ
て
い
る（
特
別

表
彰
）」の
格
付
を
付
与
し
た
。　

　

主
な
評
価
ポ
イ
ン
ト
は
、ト
ッ
プ
の

明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の「
花
王

グ
ル
ー
プ
健
康
宣
言
」の
も
と
、①
健
診

デ
ー
タ
、レ
セ
プ
ト（
医
療
費
の
明
細
書
）

デ
ー
タ
等
の
定
量
数
値
や
社
内
従
業
員

調
査
等
の
定
性
情
報
を
も
と
に
、自
社

従
業
員
の
健
康
レ
ベ
ル
の
適
確
な
把
握・

分
析
に
努
め
て
い
る
点
、②
そ
の
分
析

結
果
に
基
づ
き
自
社
の
重
点
施
策
を
明

確
化
の
う
え
、中
期
計
画
を
策
定
し
、

そ
れ
に
あ
わ
せ
た
施
策
を
事
業
者
、

健
保
組
合
、産
業
医
、外
部
専
門
家
ら
が

協
力
し
て
実
施
す
る
体
制
を
構
築
し
て

い
る
点
、③
当
該
仕
組
み
を
、現
場
レ
ベ
ル

に
対
し
て
は
、「
健
康
づ
く
り
実
務
責

任
者
・
担
当
者
」を
設
置
す
る
こ
と
で

末
端
ま
で
浸
透
さ
せ
、経
営
層
に
対
し

て
は
、「
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

（
T
e-

n
i-

t
e
会
議
）」を
通
じ
た

報
告・改
善
の
場
を
設
け
、経
営
管
理
課

題
と
し
て
全
社
的
に
健
康
づ
く
り
事
業

を
位
置
づ
け
て
い
る
点
等
で
、ま
さ
に

組
織
内
で「
健
康
経
営
」の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
が
定
着
・
運
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
高
く
評
価
し
た
。

　

花
王
は
1
8
8
7
年
の
創
業
以
来
、

衣
料
用
・
台
所
用
洗
剤
、ヘ
ル
ス
ケ
ア

製
品
、化
粧
品
等
、日
常
で
使
用
さ
れ
る

様
々
な
家
庭
用
品
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

ト
イ
レ
タ
リ
ー
部
門
ナ
ン
バ
ー
1
の
地
位

を
築
い
て
い
る
。ま
た
、個
々
の
従
業
員
の

力
を
最
大
限
引
き
出
す
べ
く
、早
く
か

ら
安
全
・
清
潔
な
職
場
環
境
の
確
立
と

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
風
土
づ
く
り
に

努
め
て
お
り
、品
質
の
高
い
商
品
の
提
供

と
企
業
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
を
実
現

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、福
利
厚
生
事
業
の
一
環
と

し
て
、従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に
も
い
ち

早
く
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、「
健
康

経
営
」の
代
表
的
企
業
と
い
え
る
。人
材

開
発
部
門
健
康
開
発
推
進
部
部
長
の

豊
澤
敏
明
氏
は
、「
企
業
の
福
利
厚
生

の
中
心
施
策
が
住
宅
分
野
だ
っ
た

1
9
9
0
年
代
後
半
、当
社
は
福
利
厚
生

の
中
心
を
保
健
分
野
に
定
め
、産
業
医
、

産
業
看
護
師
・保
健
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ

を
拡
充
。そ
れ
を
機
に
本
格
的
な
健
康

企
業
経
営
に
重
要
性
を

増
す
健
康
経
営

D
B
J
健
康
格
付
で

最
高
位
の
格
付
を
付
与

健
康
づ
く
り
事
業
に

い
ち
早
く
取
り
組
む

http://www.kao.com/jp/
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健康経営で企業価値の向上を図る
── 花王に対し、「DBJ健康経営（ヘルスマネジメント）格付」に基づく融資を実施

づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

と
語
る
。

　

現
在
ま
で
の
主
な
活
動
は
、以
下
の

通
り
だ
。

　

セ
ル
フ
ケ
ア
意
識
の
高
い
、心
身
と
も

に
健
康
な
社
員
を
増
や
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
活
動
。国
の
政
策（「
健
康
日
本

2
1
」）を
参
考
に
、喫
煙
率
や
運
動
不

足
、血
圧
な
ど
1
2
の
健
康
指
標
に
数

値
目
標
を
設
定
・
公
表
し
、2
0
1
0

年
度
に
2
0
0
3
年
度
数
値
の
半
減
と

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
「
K
A
O
健
康
2
0
1
0
」の
達
成
と

健
康
づ
く
り
の
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
開

始
。健
康
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、被

扶
養
者
が
健
康
診
断
を
受
け
る
な
ど
の

健
康
づ
く
り
を
行
う
と
健
康
マ
イ
ル
が

貯
ま
り
、健
康
グ
ッ
ズ
と
交
換
で
き
る
。

　

経
営
ト
ッ
プ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、「
社
員
の
健
康
は
自
分
に
も
家
族
に

も
、そ
し
て
会
社
に
も
か
け
が
え
の
無
い

財
産
」と
、会
社
と
し
て
社
員
の
健
康
づ

く
り
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
を
鮮

明
に
す
る
と
と
も
に
、生
活
習
慣
病
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、禁
煙
な
ど
社
員
自
身
が

取
り
組
む
べ
き
5
つ
の
課
題
を
明
示
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
活
動
の「
見
え
る
化
」

を
図
る
と
と
も
に
、健
康
関
連
デ
ー
タ
の

集
約
と
活
用
に
基
づ
く
保
健
事
業
の

展
開
を
目
指
し
た
。

　

健
康
配
慮
義
務
の
徹
底
を
図
り
、

生
活
習
慣
病
に
お
け
る
重
症
化
予
防
や

疾
病
管
理
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
本
格
的

リ
サ
ー
チ
を
開
始
し
た
。

　

こ
う
し
た
花
王
の
健
康
づ
く
り
事
業

の
最
大
の
特
徴
は
、会
社
と
健
保
組
合

が
一
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
点
に

あ
る
。豊
澤
氏
は
、「
社
員
の
健
康
管
理

は
会
社
の
責
任
、病
気
治
療
は
健
保
組

合
の
担
当
で
す
が
、社
員
に
と
っ
て
は

両
者
が
一
体
化
し
、サ
ー
ビ
ス
が
一
本
化
さ

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
健
康
管
理
に
取
り

組
み
や
す
く
な
る
。一
体
化
し
て
い
な
か
っ

た
ら
、こ
こ
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」と
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
。

　

現
在
、花
王
の
健
康
づ
く
り
事
業
は
、

「
K
A
O
健
康
2
0
1
0
」の
成
果
を

踏
ま
え
、「
K
A
O
健
康
2
0
1
5
」を

実
行
中
だ
。「
K
A
O

健
康
2
0
1
0
」で

は
、2
0
1
0
年
度

に
2
0
0
3
年
度

指
標
数
値
の
半
減

を
目
指
す
と
い
う
当

初
目
標
は
十
分
に

達
成
で
き
な
か
っ
た

も
の
の
、生
活
習
慣

の
7
項
目
に
つ
い
て

は
0
3
年
度
数
値

か
ら
の
改
善
が
見
ら

れ
、健
康
に
対
す
る

社
員
の
意
識
変
化

は
確
実
に
進
ん
だ

こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た（
図
表
①
）。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
よ
り
確
実
な
も
の

と
す
べ
く
、「
K
A
O
健
康
2
0
1
5
」

で
は
3
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
。①
生
活

習
慣
病
関
連
の
重
症
疾
患
発
症
者
数

を
半
分
に
し
、現
役
死
亡
を
ゼ
ロ
に
す
る
。

②
メ
ン
タ
ル
疾
患
発
症
者
と
メ
ン
タ
ル
疾

患
に
よ
る
長
期
休
業
者
の
減
少
ト
レ
ン

ド
を
実
現
す
る
。そ
し
て
、最
終
的
に

③
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
社
員
を

増
や
す
│
│
で
あ
る
。

　

最
終
目
標
に
い
う「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
の
高
い
社
員
」と
は
、「
健
康
診
断

の
結
果
を
見
て
、自
分
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
改
善
を
図
る
社
員
。産
業
医
だ

け
で
な
く
、必
要
に
応
じ
て
自
分
の

健
康
デ
ー
タ
を
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
る
医
師
を
持
つ
社
員
。自
分
の

こ
こ
ろ
の
状
況
を
確
認
し
、必
要
に
応
じ
て

相
談
で
き
る
人
を
持
つ
社
員
」を
指
す
。

　

こ
う
し
た
3
つ
の
目
標
達
成
の
た
め

に
推
進
し
て
い
る
の
が「
健
康
づ
く
り
の

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」だ
。具
体
的
に
は
、

社
員
が
自
ら
考
え
、健
康
目
標
を
立
て
、

自
分
の
健
康
づ
く
り
に
主
体
的
に
取
り

組
み
、そ
の
取
り
組
み
を
職
場
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
支
え
て

い
く
と
い
う
仕
組
み
だ（
図
表
②
）。こ
の

仕
組
み
を
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
間
に

浸
透
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
と

豊
澤
氏
は
い
う
。

　
「
た
と
え
ば
、現
状
で
も
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

メ
ン
バ
ー
の
健
康
に
配
慮
し
、快
適
に

仕
事
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
つ
く
る
と

謳
わ
れ
て
い
ま
す
が
、実
際
の
実
現
度
合

い
に
は
現
場
間
で
格
差
が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
に
、こ
の

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
い
か
に
組
み
込
む

か
が
課
題
で
、各
事
業
場
の
安
全
衛
生
委

「
K
A
O
健
康

2
0
1
5
」の
3
つ
の

目
標
達
成
に
向
け
て

員
会
、職
制
会
議
な
ど
で
健
康
づ
く
り
や

健
保
事
業
な
ど
に
つ
い
て
話
を
し
な
が
ら

浸
透
を
図
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

課
題
解
決
の〝
秘
策
〞と
し
て
豊
澤
氏

が
考
え
て
い
る
の
が
、健
康
づ
く
り
事
業

の
位
置
づ
け
の
見
直
し
だ
。実
は
、豊
澤

氏
に
は
健
康
づ
く
り
は
福
利
厚
生
で
は

な
く
人
材
育
成
の
テ
ー
マ
だ
と
い
う
持

論
が
あ
る
。　
　　

「
普
通
、企
業
は
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
場
に
い
る
社
員

を
対
象
に
、競
争
に
勝
て

る
強
い
人
材
に
育
て
て
い

く
わ
け
で
す
が
、中
に
は

も
と
も
と
、競
争
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
け
な

い
人
も
い
ま
す
。た
と
え

ば
、メ
ン
タ
ル
の
病
気
で

は
頑
張
り
た
く
て
も
頑

張
れ
な
い
。そ
う
い
う
人

を
、も
う
１
度
競
争
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
も
私
た
ち
の
仕
事
。だ

か
ら
、健
康
づ
く
り
は
人

材
育
成
だ
と
言
え
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、健
康

づ
く
り
イ
コ
ー
ル
人
材
育
成
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、健
康
づ
く
り
は

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
正
式
な
職
務
と
な
り
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
が
よ
り
強
力
に
機

能
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
」

　

先
進
的
な
運
営
を
行
う
か
ら
こ
そ
、

そ
の
現
場
に
は
前
例
の
な
い
課
題
が
生

ま
れ
る
。豊
澤
氏
は
、そ
う
し
た
課
題
と

向
き
合
い
、新
た
な
発
想
で
乗
り
越
え

よ
う
と
す
る
。今
回
の
試
み
が
実
現
す

れ
ば
、健
康
づ
く
り
事
業
の
企
業
価
値

向
上
へ
の
貢
献
度
は
、さ
ら
に
高
い
も
の

と
な
る
は
ず
だ
。

（
注
1
）　
ヘ
ル
ス
ケ
ア・コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
株

式
会
社
、株
式
会
社
電
通
お
よ
び

D
B
J
の
3
社
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組

み
、提
案
し
た
事
業（
事
業
名
：「
健
康

経
営
」に
よ
る
健
康・医
療
の
産
業
化
調

査
事
業
）が
、経
済
産
業
省「
医
療
・
介

護
等
関
連
分
野
に
お
け
る
規
制
改
革
・

産
業
創
出
調
査
研
究
事
業（
医
療
・
介

護
周
辺
サ
ー
ビ
ス
産
業
創
出
調
査
事

業
）」に
採
択
さ
れ
た
。

花
王
株
式
会
社

人
材
開
発
部
門
健
康
開
発
推
進
部
部
長

豊
澤
敏
明
氏

2
0
0
5
年

「
K
A
O
健
康
2
0
1
0
」策
定

2
0
0
9
年

「
花
王
グ
ル
ー
プ
健
康
白
書
」刊
行

2
0
1
0
年

「
K
A
O
健
康
2
0
1
5
」策
定

2
0
0
7
年

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」開
始

2
0
0
8
年

「
花
王
グ
ル
ー
プ
健
康
宣
言
」発
行

女　性
10年度03年度 目標10年度03年度 目標

男　性

○

×

○

○

○

○

○

×

ー

ー

ー
△
×

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

×

23.0％

10.6％

18.7％

86.2％

42.7％

29.9％

0.2％

9.5％

14.3％

12.5％

5.4％

0.6％

16％

5％

12％

46％

41％

18％

0.3％

4％

6％

2％

1％

0.3％

36.9％

9.1％

22.3％

77.4％

44.2％

28.2％

0.9％

27.0％

43.0％

29.5％

19.0％

0.5％

26％

5％

15％

41％

31％

15％

4％

14％

18％

6％

4％

0.2％

51.5％

9.3％

29.7％

82.9％

63.1％

31.1％

7.4％

28.0％

37.0％

13.0％

8.0％

0.4％

32.1％

10.4％

23.6％

92.1％

82.5％

36.3％

0.5％

8.0％

13.0％

3.0％

2.0％

0.6％

指　標

生
活
習
慣

有
所
見

喫煙率

欠食率

就寝前の食事

運動不足

歩行１時間未満

ぐっすり眠れない

多量飲酒習慣

BMI25 以上

血中脂質

血圧

糖代謝

は判定基準変更により参考値

図表①　「KAO健康2010」の最終結果

図表②　健康づくりのPDCAサイクル 出所：花王資料より作成

出所：花王資料より作成

長期疾病休業日数率
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今年5月、東京スカイツリータウンのソラマチ
にオープンした「リゴレット ロティサリー アンド 
ワイン」。リゴレットとしての9店目は、店名の
とおりロティサリー料理がテーマとなっており、
広いオープンキッチンのほぼ真ん中には、
日本最大級のロティサリーマシンが据えられ
ている。

考
え
て
い
ま
し
た
。

│
│
グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
は
経
営
の
ナ
ン

バ
ー
2
の
座
ま
で
登
り
詰
め
な
が
ら
、
独
立

す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
ね
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
は
2
2
年
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
の
仕
事
が
面
白

く
て
し
か
た
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。と
に
か
く
、

ト
ッ
プ
の
や
る
こ
と
が
独
創
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
、僕
の
中
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
志
向
は
ま
っ

た
く
衰
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、そ
れ
以
上
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、会
社
も
上
場
し
、僕
の
職
位
も

C
O
O（
最
高
執
行
責
任
者
）ま
で
上
が
っ
て

部
下
も
2
0
0
0
人
を
数
え
る
ほ
ど
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
も
、信
賞
必
罰
、実
力
主
義
の

会
社
で
徹
底
的
に
揉
ま
れ
て
、当
時
の
外
食
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
は
業
界
で
誇
れ
る
も

の
を
作
っ
た
と
い
う
自
負
は
あ
る
し
、前
小
泉

首
相
と
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
会
談
の
お
手
伝
い

が
で
き
た
の
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
社
ブ
ラ

ン
ド
へ
の
信
頼
が
帰
結
し
た
結
果
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

│
│
結
局
、
2
0
0
5
年
に
独
立
し
て

「
H
U
G
E
」を
設
立
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、

接
客
サ
ー
ビ
ス
を
売
る
こ
と
に
照
準
を
合
わ
せ

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　

売
上
が
下
が
っ
て
く
る
と
、「
こ
の
業
態
は

も
う
古
い
。新
し
い
業
態
を
や
っ
て
み
よ
う
」と
、

す
ぐ
に
業
態
転
換
を
し
て
し
ま
う
店
が
あ
ま

り
に
も
多
い
中
で
、僕
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

街
の
資
産
と
な
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、1
0
0
年
続

く
レ
ス
ト
ラ
ン
を
創
る
こ
と
で
し
た
。で
は
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
考
え
た
の

で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
時
代
、南
青
山
の

小
さ
な
店
を
任
さ
れ
て
、月
の
売
上
を
1.
7
倍

に
し
た
の
で
す
が
、そ
の
時
に
つ
か
ん
だ
自
信
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
を
や
っ
た
か
と

い
う
と
、新
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
で
あ
れ
、

来
月
辞
め
る
人
で
あ
れ
、ど
う
す
れ
ば
ス
タ
ッ
フ

が
本
気
に
な
っ
て
、お
客
さ
ま
の
方
を
向
い
た

行
動
を
と
る
か
と
い
う
課
題
に
真
剣
に
向
き

合
っ
た
の
で
す
。お
客
さ
ま
に
嬉
し
く
思
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
れ
ば
い
い
の
か
。ス
タ
ッ
フ
全
員
と
お
互
い
が

納
得
の
い
く
ま
で
話
し
合
い
ま
し
た
。す
る
と
、

う
な
ず
き
の
数
だ
け
売
上
が
上
が
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

　

そ
の
と
き
の
経
験
か
ら
、H
U
G
E
で
は
個

人
の
力
を
チ
ー
ム
の
力
に
変
え
る「
指
し
合
う

│
│
外
食
産
業
の
世
界
に
は
、ど
ん
な
経
緯
で

入
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

親
が
福
島
で
自
宅
兼
店
舗
の
食
堂
を
経
営

し
て
い
て
、幼
い
頃
か
ら
飲
食
店
独
特
の
臭
い
や

接
客
の
雰
囲
気
が
記
憶
に
残
っ
た
こ
と
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
母
か
ら
は「
手
に
職
を
つ
け
な

さ
い
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
で
、高
校

卒
業
後
は
調
理
師
を
目
指
し
て
上
京
し
、勉
強

し
ま
し
た
。学
費
を
稼
ぐ
た
め
赤
坂
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
の
で
す
が
、そ
こ
で

見
た
の
は
、両
親
を
通
し
て
見
た
飲
食
の
世
界

と
は
余
り
に
も
違
う
ド
ラ
イ
で
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク

な
世
界
で
し
た
。

　

馴
染
み
の
お
客
さ
ま
や
た
と
え
ば
雨
の
中
を

わ
ざ
わ
ざ
来
店
し
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
に

対
し
て
、人
間
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
ら
ず
、

ど
こ
か
距
離
を
置
い
て
接
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
時
、本
来
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
持
っ
て
い
る

は
ず
の
人
間
的
な
触
れ
合
い
が
欠
け
て
い
る
こ
と

に
反
発
を
感
じ
て
、直
感
的
に
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
こ
と
に
自
分
の
人
生
の
可
能
性
を
か
け

よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。だ
か
ら
、就
職
し
た
ら

早
く
独
立
し
て
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と

人
間
的
な
触
れ
合
い
の
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
を
目
指
し
て

　外食業界で「質の高い接客サービス」で躍進を続ける会社がある。創業7年目、都内近郊（仙台1店舗）を主に「DAZZLE（ダズル）」

「RIGOLETTO（リゴレット）」など6ブランド16店舗のレストランを展開するHUGE（ヒュージ）だ。率いるのは業界で「接客の神様」の異名を

とる新川義弘氏。株式会社グローバルダイニングに在職中の2002年には、当時の小泉首相とブッシュ米大統領との「居酒屋会談」を取り

仕切ったことでも知られる。新川氏が目指すのは「100年続くレストラン、街の資産となるレストラン」だ。そのためには、お客さまに嫌な思いを

させないためのオペレーション力が不可欠と、全スタッフ間でのサービスの価値観の共有に全力を挙げている。

街の資産となる
レストランを目指し
サービスオペレーション力を
磨き続ける。

株
式
会
社
H
U
G
E

代
表
取
締
役
社
長　

新
川 

義
弘 

氏

「
指
し
合
う
文
化
」で

個
人
の
力
を
チ
ー
ム
の
力
へ

http://www.huge.co.jp/j/
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文
化
」
を
根
付
か
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、現
場
で
お
客
さ
ま
に
接
す
る
従
業
員
同

士
が
、社
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
、年
次
や
職
責
に

関
係
な
く
お
互
い
の
足
り
な
い
部
分
を
オ
ー

プ
ン
に
指
摘
し
合
う
こ
と
で
、店
全
体
の
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
を
底
上
げ
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
飲
食
店
に
は
ス
タ
ー
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
い
ま
す
。
す
ご
く
気
が
利
い
て
い
る
、

笑
顔
が
最
高
に
い
い
な
ど
。で
も
、サ
ー
ビ
ス
と

は
、お
客
さ
ま
が
嫌
だ
と
思
う
こ
と
を
消
し
て

い
く
行
為
で
す
か
ら
、〝
ス
タ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

い
る
店
〞よ
り〝
嫌
な
こ
と
が
な
い
店
〞の
方
が

い
い
店
と
考
え
て
、チ
ー
ム
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
く
こ
と
に
全
力
を

挙
げ
て
き
た
わ
け
で
す
。

│
│
H
U
G
E
が
目
指
す
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
か
。そ
れ
を
ど
う
や
っ
て

チ
ー
ム
の
中
に
浸
透
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
無
形
で
す
。お
客
さ
ま
の
気
持

ち
を
先
取
り
し
て
、「
水
を
く
だ
さ
い
」「
ド
リ

ン
ク
の
お
か
わ
り
を
」「
会
計
を
」と
言
わ
れ
る

前
の
対
応
力
、椅
子
を
引
く
と
き
の
笑
顔
、

気
の
利
い
た
一
言
、忘
れ
ら
れ
な
い
味
、店
の

雰
囲
気
・
音
楽
…
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
価
値
に

な
る
。つ
ま
り
、五
感
の
何
か
が
絡
ん
で
い
る

世
界
で
す
。だ
か
ら
、O
J
T
で
具
体
的
に
教

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
、2
6
歳

の
時
か
ら
愚
直
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
一つ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

今
、銀
座
の「
ダ
ズ
ル
」に
い
る
浅
居
知
明
君
の

接
客
で
す
。最
初
に
会
っ
た
と
き
、そ
の
接
客
の

見
事
さ
に「
こ
ん
な
人
が
世
の
中
に
い
る
の
か
。

背
中
に
目
が
つ
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

思
え
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。今
は
彼

に
僕
の
言
い
た
い
こ
と
を
代
弁
し
て
も
ら
う

か
た
ち
で
、そ
の
接
客
ぶ
り
を
全
店
の
ス
タ
ッ
フ

に
見
せ
て
い
ま
す
。こ
う
し
て
、僕
が
考
え
る

サ
ー
ビ
ス
の
価
値
基
準
を
す
べ
て
の
店
で
共
有

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

│
│
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

か
ね
て
よ
り
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
が
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。理
想
は
2
4
時
間

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
、究
極
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。こ
れ
ま
で

世
界
中
の
ホ
テ
ル
を
見
て
印
象
に
残
っ
た
こ
と

を
メ
モ
し
た
ノ
ー
ト
は
7
冊
に
も
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
自
分
の
中
で
の
シ
ナ
リ
オ
は
で
き
て
い

ま
す
。

　

ホ
テ
ル
は
儲
か
ら
な
い
、減
価
償
却
に
2
0
年

も
か
か
る
の
で
負
担
が
重
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
、今
は
経
営
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
分
け

る
ス
タ
イ
ル
が
主
流
で
す
。で
も
、こ
れ
は
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
問
題
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

宴
会
や
客
室
の
稼
働
率
に
頼
り
す
ぎ
る
傾
向

が
あ
る
の
で
す
。

　

僕
が
や
り
た
い
の
は
、フ
ー
ド
・
ア
ン
ド
・

ビ
バ
レ
ッ
ジ
、つ
ま
り
レ
ス
ト
ラ
ン
が
主
役
に
な
る

ホ
テ
ル
。フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
の
よ
う
な
、

料
理
を
食
べ
て
、つ
い
で
に
泊
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。

日
本
に
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、郊
外
型
が

中
心
で
都
市
型
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。海
外
の

よ
う
に
、食
事
が
素
晴
ら
し
い
、プ
ー
ル
が

最
高
、内
装
が
面
白
い
と
い
っ
た〝
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
立
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
〞を
楽
し
む
文
化
は
、

日
本
に
は
ま
だ
な
い
の
で
す
。
そ
ん
な
訳
で
、

今
は
東
京
の
個
性
的
な
街
で
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

際
立
っ
た
ホ
テ
ル
を
経
営
す
る
こ
と
が
目
標

で
す
。

　

僕
も
来
年
5
0
歳
。
変
化
へ
の
対
応
力

は
、気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
弱
く
な
る
し
、

自
分
が
一
番
と
思
っ
た
瞬
間
に
退
化
が
始
ま

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
1
0
年
後
に
は
次
の

世
代
に
権
限
委
譲
す
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
ま
で
は
井
の
中
の
蛙

に
な
ら
な
い
よ
う
に
身
構
え
て
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

1963年生まれ。82年福島商業高校卒業後、新宿東京会館
（現・ダイナック）を経て、84年に長谷川実業（現・グローバル
ダイニング）入社。88年取締役、2002年取締役最高執行責
任者（COO）に就任。「グローバルのサービスの確立者」とも
言われ、東証２部上場など、同社が日本の外食の代表企業
へと躍進するステップに大きく貢献する。05年同社を退職し、
株式会社HUGEを設立。現在、「レストラン ダズル」「リゴレット」
「新（ARATA）」などオリジナルブランドの直営レストランを
展開している。

神奈川県箱根町生まれ。
旅をテーマにエッセイ、ノ
ンフィクションなどを幅広
く執筆。主な著書に『箱根
富士屋ホテル物語』『帝国
ホテルライト館の謎』『旅
する理由』『消えた宿泊名
簿』などがある。

山口�由美
旅する作家

　

2
0
1
2
年
6
月
、英
国
は
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド・ジ
ュ
ビ
リ
ー（
戴
冠
6
0
周
年
）の
祝
賀
に
沸
い
た
。

王
室
の
長
い
歴
史
で
も
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・ジ
ュ
ビ
リ
ー
は
、

ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
以
来
、二
度
目
の
慶
事
で
あ
る
。

　

ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
治
世
が
、大
英
帝
国
の
黄
金
期
と

す
る
な
ら
ば
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
そ
れ
は
、英
国
経
済
の

凋
落
や
王
室
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
あ
っ
た
波
乱
の
時
代
。

だ
が
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
、グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
背
景
に
、

広
大
な
領
土
を
掌
中
に
収
め
た
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
よ
り
も

ず
っ
と
勢
力
的
に
世
界
を
旅
し
た
の
だ
っ
た
。理
由
の
ひ
と

つ
が
、大
英
帝
国
の
支
配
は
終
わ
っ
て
も
、多
く
の
旧
宗
主

国
が
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
し
て
、ゆ
る
や
か
な
連
帯
を
持
ち

続
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。女
王
は
、い
ま
な
お
、こ
れ
ら
の

国
々
の
女
王
で
も
あ
る
の
だ
。

　

1
9
8
0
年
に
旧
英
仏
共
同
統
治
領
ニュ
ー
ヘ
ブ
リ
デ
ス

諸
島
か
ら
独
立
し
た
バ
ヌ
ア
ツ
も
、そ
う
し
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル

ス
の
ひ
と
つ
。女
王
が
こ
の
国
を
訪
問
し
た
の
は
、独
立
前

の
1
9
7
4
年
だ
っ
た
。

　

い
く
つ
も
の
島
か
ら
な
る
国
だ
が
、そ
の
ひ
と
つ
に
ペ
ン
テ

コ
ス
ト
と
い
う
島
が
あ
る
。島
の
名
前
は
、キ
ャ
プ
テ
ン・

ク
ッ
ク
が
キ
リ
ス
ト
教
の
移
動
祝
日
で
あ
る
聖
霊
降
臨

（
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
）の
日
に
島
を「
発
見
」し
た
こ
と
に
由
来

す
る
。だ
が
、島
が
有
名
な
の
は
、む
し
ろ
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の

元
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
儀
礼
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
は
、な
ぜ
か
長
い
こ
と
、成
人
の
儀
礼
と
し
て
報

道
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、正
し
く
は
、ヤ
ム
イ
モ
の
収
穫
祭

で
あ
る
。

　

祭
り
が
行
わ
れ
る
の
は
、毎
年
四
月
か
ら
六
月
の
土
曜

日
。そ
れ
は
、す
な
わ
ち
ヤ
ム
イ
モ
が
収
穫
さ
れ
る
時
期
で

あ
る
。私
が
島
を
訪
れ
た
の
は
四
月
。今
年
初
め
て
の
ラ
ン
ド

ダ
イ
ブ
に
、村
の
長
老
も
緊
張
し
て
い
た
第
一土
曜
日
だ
っ
た
。

　

子
供
か
ら
飛
び
始
め
て
、ジ
ャ
ン
パ
ー
は
全
部
で
七
人

ほ
ど
。最
後
に
最
も
高
い
と
こ
ろ
か
ら
飛
ぶ
若
者
は
勇
者

と
し
て
尊
敬
を
集
め
る
。男
た
ち
の
飛
ぶ
櫓
は
、急
峻
な

斜
面
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。首
都
の
ポ
ー
ト
ビ
ラ
か
ら
飛
行
機

で
や
っ
て
き
た
外
国
人
観
光
客
が
周
囲
を
囲
み
、女
や
子

供
、年
配
の
男
た
ち
が
歌
と
踊
り
で
勇
気
を
鼓
舞
す
る
。

　
「
ウ
ァ
、ウ
ァ
、ウ
ァ
」

　

勇
者
と
な
る
男
は
、

ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
よ
う

に
悠
然
と
、さ
ら
な

る
か
け
声
を
観
衆
に

催
促
し
、大
き
く
手

を
広
げ
た
。
そ
の
姿

の
神
々
し
い
こ
と
。

そ
し
て
、彼
の
体
は

空
に
舞
う
。

　

ヤ
ム
イ
モ
の
収
穫

時
期
に
だ
け
行
わ
れ

て
き
た
祭
り
が
唯
一
、そ
れ
以
外
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
が
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
訪
問
だ
。ラ
ン
ド

ダ
イ
ブ
は
、女
王
の
前
で
演
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
世
界
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
後
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
が

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
な
る
ス
ポ
ー
ツ
を
発
案
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

だ
が
、こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、悲
し
い
結
末
が
あ
っ
た
。

ひ
と
り
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
足
に
結
ん
だ
蔓
が
切
れ
て
、亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
だ
。季
節
外
れ
で
、蔓
の
強
度
が

足
り
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。旅
す
る
女
王
の
残
し
た

物
語
は
、思
わ
ぬ
辺
境
地
に
も
埋
も
れ
て
い
る
。
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レ
ス
ト
ラ
ン
が
主
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な
る

ホ
テ
ル
経
営
に
挑
戦
し
た
い歌と踊りで盛り上げる村人たち
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